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Abstract– This document describes the discipline of the graduate school of System Design and Man-
agement, Keio University, established in 2008 for solving interdisciplinary problems. This discipline
is based on systems engineering and design thinking. Students are not only engineers and natural
scientists but also social scientists and sociologists. Age and nationality of students are widely dis-
tributed. The most important thing is that research and education are practical considering not only
SEEDS of research but also NEEDS of society.
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1. はじめに

慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント
研究科（慶應 SDM）は，慶應義塾 150年を迎えた 2008
年に新設された日本に類例のない学問分野横断型の独立
大学院であり，修士課程と博士課程から成る．コンセプ
トは，工学，理学，経済学，経営学，法学，商学，心理
学，芸術学，哲学などのディシプリン（学問分野）を超
えて，グローバル・ネットワーク社会のニーズに合致し
た大規模・複雑システムをデザインしマネジメントでき
る人材の育成，すなわち，各自の専門性と，様々なディ
シプリンの関連性とを結びつけて問題解決できる人材の
育成である．本稿では，この独特な大学院の特徴と現状
について概説する．

2. 研究科の概要

本研究科は，修士課程 1学年 77名，博士課程 1学年
11名，専任教員 12名の独立大学院である．教員のほと
んどは企業・事業体・起業等の経験を有する．学生は，
理工系出身者から，社会科学系，人文科学系，芸術系，
農業系，体育系まで多様である．年齢層も，20代から
60代まで幅広い．過半数を占める社会人学生は，会社か
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らの派遣学生，働きながら学ぶ学生，会社をやめて来た
学生から成る．出身大学も，早慶，東大，その国内の国
公大学や私立大学，そして，海外の大学と多様である．
学生の目指すところも幅広い．IT業界での問題解決力
を身に付けキャリアアップを目指す IT系の学生も多い
一方，機械系・建築系などの工学系，企画系・営業系・
管理系などの文系も多く，教員を目指す教育系も少なく
ない．NPO，NGO，社会企業，起業などに興味のある，
社会貢献系・自己開発系の学生も多い．今よりさらに大
きなビジョンを描く力を身に付けたいという経営者，弁
護士，医師，芸術家，コンサルタント，マスコミ関係者
など，すでに社会で成功している者も少なくない．さら
には，大きなビジョンを描く力を身に付けるのみならず，
学問として発展させる新しいタイプの学者になりたい，
という野心的な博士課程学生も少なくない．それらの複
合型も多い．
つまり，専門職大学院でもなく，かといって，従来の

理工系大学院のように「研究を通しての教育」を重点化
するのでもなく，様々なニーズに合致した技術システム，
社会システム，人間システムをデザインしマネジメント
したい，という志を持った人々の集まりなのである．
重要なのは，募集対象学生の条件が「既に何らかの

専門性を有する者」である点である．「システムの視点
は要素還元的な視点を身に付けた者がそのあとで身に付
けるもの」であるべきである．このため，慶應 SDMは
「既に要素還元思考を身に付けた者が，システムとして
の “ものの見方”を身に付けに来る場」というのが基本
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的な立場である．もちろん，現実には，両者を身に付け
たい若い新卒学生も入学している．
教育の基盤はシステムズエンジニアリングとデザイ

ン思考であり，両者を包含するのが SDM学であると位
置づけている．システムズエンジニアリングは，日本で
は ITないしはソフトウエアの工学と狭義に捉えられが
ちであるが，本来の意味は広い．すなわち，技術システ
ム・社会システム・人間システムを包含したシステムを
取り扱う学問である．デザイン思考は，アメリカシリコ
ンバレーのデザインファーム IDEOやスタンフォード大
学 d.schoolが発祥の考え方で，チームでフィールドワー
ク，ブレーンストーミング，プロトタイピングを行うこ
とによってイノベーションを起こすための活動である．
本研究科では，両者の活動，すなわち，システマティッ
クに大規模複雑な問題を解決するシステムズエンジニア
リングに基づく問題解決（システム教育）と，イノベー
ティブに未知の問題を解決するデザイン思考に基づく創
造（デザイン教育）を二つの柱として教育している．最
近はこれを「システム×デザイン」教育と称している．
従来の専門家育成教育はどちらかといえば研究を重視

する傾向が，専門職大学院では授業を重視する傾向がみ
られる．これらに対し，慶應 SDMでは，両者をともに
重視する．すなわち，修士課程では，基盤となる修士課
程必修科目に基づき，SDM学の基盤を綿密に教育する
とともに，それを実際の研究（修士研究）により定着さ
せることを志している（博士課程は，研究に比重を置く
ため，必修科目は特別研究科目のみであるが，SDM学
の基盤習得のための修士課程必修科目の履修を強く推奨
している）．修士課程必修科目は，システムズエンジニ
アリングの基盤を教える4つのコア科目（SDM序論，プ
ロジェクトマネジメント，システムアーキテクティング
とインテグレーション，システムの評価と検証），シス
テム思考とデザイン思考を教えるプロジェクト科目（デ
ザインプロジェクト）および特別研究科目（SDM研究，
すなわち，修士論文のための研究）から成る．
また，必修科目以外にも，多くの選択科目を用意し，

多様な学生のニーズに応えている．6 限は 18:15 から
19:45に，7限は 20:00から 21:30に行い，土曜日にも朝
から夕方まで授業を行う等，働きながら学ぶ学生のニー
ズにも配慮している．
基本的に，春入学は日本語コース，秋入学は英語コー

スと位置付けており，日本語を話せない学生も英語の
授業だけで修了できるようなカリキュラムを組んでい
る．このため，多くの国からの留学生が学んでいる．短
期（数ヶ月）から長期（1年程度）にわたる交換留学も
盛んであり，マサチューセッツ工科大，スタンフォード
大，デルフト工科大，スイス連邦工科大，ミラノ工科大，
INSAツールーズ校，アデレード大，パーデュー大など

Fig. 1: Brain storming by students as a part of active learn-
ing education

と留学生の交換や教員の教育・研究交流などの連携を行
なっている．

3. 特徴的な科目群

コア 4科目は，2科目ずつ 2学期に渡って教育を行う．
個人またはグループで行う演習を数多く行い，学習効果
が上がるように工夫している．（Fig. 1）
また，プロジェクトベーストラーニング（PBL）を行

う科目「デザインプロジェクト」は，4月から 9月にわ
たって行われ，チームでプロポーザ企業・事業体から出
された課題を創造的に解決する．2013年度の場合，プロ
ポーザとテーマは以下のように多様であった．東芝（健
康・美容機器の考案），NTTデータ（新しいコールセン
ターのあり方），ツネイシ（電気自動車の利用法），ヤサ
カ（新しい弁当箱のデザイン），日本政策投資銀行（大
手町イノベーションハブの有効な利用法），UR都市機構
（環状二号線虎の門－新橋エリアの再開発の在り方）な
どである．このようなテーマに対して，3名から 8名程
度の学生からなるチームで，学んだ多くの手法を駆使し
ながら問題解決策のコンセプトデザインを行う．フィー
ルドワーク，ブレーンストーミング，プロトタイピング
を駆使し，これまでにないイノベーティブなアイデアを
創出するのである．デザインプロジェクトは半年にわた
る科目であるが，2012年度以来，この短縮版を慶應イ
ノベーティブデザインスクール（KiDS）と称して一般
公開している．また，慶應丸の内シティーキャンパスの
講座やその他講座，企業研修，企業との共同研究などの
形で外部向け講座開設や研究協力を行っている．

4. 研究例

慶應 SDMで行われている研究の事例を示すために，
2013年 3月修士課程修了者 59名の修士論文題目一覧を
Table 1に示す（分類は筆者によるものであり，研究科
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Table 1: Example of Master’s Theses
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内では特に分類は行っていない）．SDM学，システムズ
エンジニアリング，デザイン思考などのコアとなる領域
横断型学問に基づいて，多様な研究が行なわれているこ
とがわかる．研究領域の一つは，情報・電機・ヒューマ
ンインタフェース，住宅・生活・モビリティー・物流，医
療・福祉・ユニバーサルデザインなどの技術システムに
関する分野である．また，ビジネス・経営・起業・開発・
生産・製造プロセスのように，ビジネススクールや技術
経営に近い分野も含む．さらに，政策・政治・外交・防
衛や，農業・食，組織・コミュニティー・コミュニケー
ションに関する内容や文化・芸術・アート・スポーツに
関する研究も少なくない．一見多岐にわたるが，いずれ
も対象をシステムととらえ，何らかの新たなシステムを
デザインするとともにその妥当性を検証・評価している
という点で一致している．すなわち，対象は多様である
が，いずれも，授業で学んだ SDM学，システムズエン
ジニアリングおよびデザイン思考といった統一的な方法
論に基づいて問題解決を実現する研究を行っているとい
う点において一致している．“研究分野が多岐にわたる
と研究レベルが下がるのではないか？”という質問を頻
繁に受けるが，上述のように統一的な方法論を用いた研
究を行っているため，研究レベルは担保されている．ま
た，社会人学生が多いことや，企業との共同研究が多い
ことから実践的な研究が多く，研究の一部は単に学術的
な論文としてまとめられるだけでなく，企業内新規事業
や起業につながっていることも特徴である．

5. おわりに

慶應 SDMの概要について述べた．従来型の学問分野
深化型の人材育成と並行して，慶應 SDMのような学問
分野横断型・全体問題実践的解決型の人材育成が発展し
ていくことを願ってやまない．
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